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世に勝った信仰（ヨハネ16:33）
　今、張先生に紹介されたとおり、ロサンゼルスで日本人教会をさせていただいております。

お祈りいたします。天のお父様、感謝いたします。本当にこの日本の地に福音が語られ、主イエス・キリストによって日本人福音、多民族、世界福音がなされて行く姿を見、本当に感動と喜びと賛美が心のうちからあふれてきます。こうして皆さんがともに、私たちは福音の中で同労者、協力者、愛する者たちとともに、こうしてみことばを交し合い、ともに恵みを受ける喜びを心から感謝いたします。今日も私たちに本当に真にイエスがキリストであることの、私たちのあがないと慈しみとを心の疎通で私たちがともに聖霊の御御霊によって交わりができますように。主イエス・キリストの名前を通してお祈りいたします。

　私はちょうどこのタラッパンを知って韓国に行ったり、日本に来たりしたときは、張先生が柳先生のメッセージを横で通訳をしているときです。そのとき私は張先生を見て、近寄りがたく思っていました。その当時は、日本の人たちもそんなにいなくて、本当に張先生が心を込めて日本の人たちに柳先生のメッセージを伝え、語っていた全盛のときでした。今もそうですが。本当に感謝です。私は日本人の牧師として、こうして日本の地で自分の人生、生活、生涯をささげて、世界福音のためにいのちをかけられている張先生、家族、奥さんの上に感謝しなければなりません。出会いというものは、人生のターニングポイントになります。皆さんは今日、私と出会って、語って説教をして私は去るものです。しかし、この出会いが皆さんの心の中に一生涯、みことばが残らなければなりません。私は私を売りに来たのではありません。あくまでも、イエス様のみことばを通して、皆さんが力を受け、勇気を受けて、日本人、多民族の福音のためにいのちをかける信仰生活ができるように、ともに私たちは励まし合い、喜び、ともに助け合うということ、それがこのマルコのアッパールームの始まりです。ただ単に、私たちがここを通過して、こういうこともあったということではありません。神様の計画の中に、皆さんひとりひとりが植えこまれて行くのです。皆さんの中に、神様のブループリントがきちんと入っていなければなりません。
　私は張先生と長い付き合いです。でも、本当に張先生の思いを今日、この礼拝を通して見えます。何を思って、何を貫き通そうとして来たのか。それが皆さんを見てわかります。皆さんはすばらしい指導者に恵まれたのです。私もいろいろな教会で頼まれて説教をしたり、いろいろなところに行きます。しかし、私が考えていた教会とちょっと違って、皆さん本当に一つになっているというワンネスです。私の教会よりワンネスです。私の教会は名前だけでワンネスとなっているような感じのところもありますが。私も韓国語を話せて、韓国に行って、実際に柳先生のメッセージを直接聞いて、韓国の方と日本の方が手を結びあう、いろいろな政治的な問題があります。しかし、それはみな流れていくものです。一番大切なのは「ともに」です。ここです。私たちの教会もいろいろな人が来ます。韓国人、中国人、ヒスパニック、黒人の方が来ます。教団、教派、みな違う人が来ます。しかし、私はそれに対して、ひとつもどうだこうだということは言いません。ようはイエスがキリストであり、キリストの中に皆さんがいのちを得て、生きていく道しるべを握ればそれで皆さんの信仰は終わりです。

今日の私のタイトルは「世に勝った信仰」です。皆さん、このような地域で、世相の中で、文化の中で、日本人社会で生活しています。皆さん、それぞれの生活の中で基準があり、いろいろな趣があるはずです。しかし、皆さんは教会に来るためにそのようなものを犠牲にするのではなく、ここに来ることによってすべてが終わった、自分の生活の中で、今日、朝起きて日曜日である。主日である。それを皆さんは刻印されてここに出てきます。しかし、これは教会に行かなければならないという体質のものではありません。皆さん、お腹がすいたらどうしますか。ご飯が頭に浮かびます。夜は寝なければいけません。誰かに教えられて寝ますか。誰に教えられてご飯を食べるのですか。違うでしょう。ごく自然に行います。何のためにか。私が明日のために、未来のために、健康であり、私たちが何かをしなければならない目的を持っているからです。だから、食べるのです。そのことについて、私たちは今度、信仰と生活と教会を考えたときには、皆さんそれぞれ別々の時間帯で、別々の考えや思想で信仰生活をしてしまっているということです。

今日は皆さんと一緒に、世に勝った信仰ということを見ます。世に勝ったということ、勝つということはどういうことかということです。何を持って私たちは勝利をしていけなければいけないかということです。結論を持って私たちは信仰を貫き通さなければいけません。その結論とは何ですか。皆さんにとって勝利とは何ですか。私の場合は、キリストであり、真理です。真理に勝てるものはありません。私はどこに行っても、真理を貫こうと心の中に決め、真理を通して聖書を通して、このキリストの願い、思いを私は語ろうとします。アメリカにいる人たちは特に頭がいいです。私などは問題ではありません。私の教会にも、芸術家、学者などがいます。本当に優れた芸術、優れたものを作り、アメリカで日本で活躍している人もいます。しかし、真理の前にはたじたじです。ここです。私はこのイエスがキリストである真理を握っていますから、すでにいろいろな人が来ても一つも怖くありません。なぜでしょうか。真理を語ればよいのです。そのキリストがすべてである。ヨハネ191:30に何とありますか。すべてが成就した。皆さん、今、聞いていること自体がすべて終わる。これからの未来のことについても、皆さんはすべて終わったのです。皆さん、信仰はingではありません。終わった時点から始まります。ですから、今、招詞でガラテヤ2:20を朗読しました。生きているのはもはや、わたしではなく。死んだらどうなりますか。終わりです。破滅です。死んだら私たちは信仰できません。自分無くして信仰はできません。その後に何と書いてありますか。イエス・キリストが私のうちに生きておられる。ということは、私が持ってきた過去の思想、哲学、教育、すべてのものは必要ではないのです。では、皆さんには何が必要ですか。キリストです。そこからの出発です。これができていかないと、常に皆さんは迷いの中で信仰していかなければなりません。答えを受けようとして、皆さんは信仰していきますが、もうすでに答えはあるのです。成し遂げた。柳先生が今、私たちに教えてくださっている使徒1:1です。テオピロ様。使徒ルカが手紙を送ります。すべてを、結果を成就した。完成されたもの書き送ります。できていくものをこうでしょうではありません。

皆さんの信仰も同じです。ここにいる理由は何ですか。なぜ皆さんが日本の中でこの場所にいるのかということです。すべて成就したからです。ここでやれるように皆さんを、張先生、奥さんを置かれるからです。それを我々は刻印しないといけません。誰によって。聖霊様によって。ですから、イエスがキリストになるのです。キリストはキリストの働きをします。油を注がれた者が、救いをします。それがないとできません。我々も同じです。ガラテヤ2:20が刻印されたときに、生きているのはもはや私ではなく、イエス・キリストが私のうちに生きていることによって、私たちは今の信仰、生活、これからの未来も勝利しているということです。では、これはいつまででしょうか。いつまで続きますか。ある人は信仰が「もう大変で、どうしたらよいのか。経済が、家庭が、夫が」という生活の中にいる。実際的な生活です。皆さんも同じです。何の問題もなくてここに来ましたか。そうではないでしょう。何かしらの問題に自分が縛られ、そして、解放されたい、逃れたい、この事実を私たちはきちんと持って、神様に向かっていかなければなりません。自分をごまかしていてはだめです。私が一番、嫌いなのはここです。たくさんの人たちが真理のような話をします。それに近いような話をします。しかし、聖書を見たら一つです。この聖書66巻が何を言っていますか。ときどき私は「この聖書を皆知っている」と言います。そうすると、教員たちが「先生、それはちょっと傲慢でしょう」と言います。何で傲慢なのですか。この聖書66巻に何が書いてあるのですか。イエスがキリストであることです。それ以外に何がありますか。これは哲学の書ではありません。倫理の書ではありません。生活をする私たちがあがないを受けて、救いを受けて、勝利するための、私たちに与えられたいのちの書です。これを粗末にはできません。24時間、これを持って歩かないと。「じゃ、先生、聖書を持って毎日、歩くのですか」はっきり言えばそうです。なぜでしょうか。

ほとんどの人は聖書を頭に入れます。私は違います。心に入れます。ここが違いです。皆さんも頭で考えて理論的なキリストではなく、心のキリストを握ったときに、もっともっと今よりも楽になります。疲れた者は私に来なさい。重荷のあるものは私に来なさい。私があなたを休ませてあげよう。そのとおりです。なぜでしょうか。真理だからです。世の終わりまでともにです。マタイ28:16に、世の終わりまでともに。何をしなさいと言いましたか。ともにいることです。人たちは何かをしなければならないように考えます。信仰をして行こうとします。自分がやろうとします。違います。そのためにイエス様はあなたたちに聖霊を残していきます。預言者、弁護者を残していきます。たとえば、私に問題が起きました。私は弁護士のところに行って、実はこうこうですが、どうしたらこの問題を解決できますかと聞きます。例えば、車の事故を起こした。何かの問題が起きた。そうしたらそこに行けばよいのです。皆さんがやろうとするから大変なのです。信仰も同じです。皆さん自身が自分を信仰の中に入れようとするから大変なのです。今まで皆さんが持っていた刻印されたものは何ですか。不必要なものです。教育、哲学、宗教、善悪、倫理、道徳、すべて過去から持ってきた肉の世のものをもって今私たちはここにいます。しかし、私たちはキリストを受け入れたその瞬間から、すべてが解放された、世に勝った、これが刻印として皆さんに入らなければいけません。この聖霊様が私に、イエスがともにあるという刻印が押されると、黙っていても「あの人には本当に神様がいるのだろうか。かわいそうだ。話してあげようか。助けてあげようか」となっていくのがクリスチャンです。そうでしょう。神の子どもなのだから。

ある子どもが、川に溺れています。溺れている子どもに向かって、「お前は悪い子だからそうやっておっこちゃうのだよ。どっちの足からおっこったの。左から右から」と聞いていたら子どもはどうなりますか。救わなきゃという頭はあります。かわいそうだなという頭はあります。しかし、行動ができません。神様は私たちにともにいることによって、特にマタイ10章を見ると、信徒さんたちが出て行って伝道をします。「なぜ私たちにはサタンを追い出せなかったのですか」と言います。何でですか。心で考えるキリストです。頭ではありません。だから、思いが伝わるのです。私たちがともにあるキリスト、神の国、使徒1:3。神の国とは何ですか。伝道するために、皆さんをオリーブ山に集めたのです。40日間、教えました。ともにいることを。ともにいたら楽だということを。ともにいたら神様がやるのだということを、私たちが悟れるように。それにもかかわらず、私たちは自分で出て行って自分でやろうとします。自分で地教会を作ろうとします。自分でタラッパンをやろうとする。自分が出て行って伝道をやろうとする。私も昔、そうでした。目立ちたい。人に分かってもらいたいという思いで、最初のころ、タラッパンをやりながらも私の過去に持っている体質が出てきます。治療されないでどんどん。
では、何が私たちをこうさせるのでしょうか。不信仰、皆さんが持つ疑惑が、常に私たちを孤島の中に入れ込み引っぱります。何と皆さんは戦って時間を無くしているのですか。不信仰。自分と自分で戦って負けちゃっている。「今日は行きたくない。今日はやりたくない。今日はどの牧師か。松田先生、行かない方がいいよ、今日は」皆さん、知らないから来たでしょう。ナザレの名において、起きて歩きなさい。聖霊充満。使徒2:1、五旬節が終わります。出て行きなさいとは言いません。聖霊様は語らない。しかし、ペテロとヨハネ、弟子たちはみな出て行き礼拝をしました。ところが、ペテロとヨハネは見るものが違いました。皆さん、私たちも困難です。何を見るか、何を聞くか、何を語るか。イザヤ書の中にあります。この民は聞かせても聞かないし、見させても見えないしと言っています。マタイの福音書は、まむしの子らよと言っています。これはユダヤ人のことを言っているのではなく、私たちのことを言っているのです。ここから私たちは解放されなければいけません。私たちはまむしの子らではありません神の子です。どんでもありません。使徒3:1-10のペテロとヨハネが受けた天命です。毎日そこを通っていたわけでしょう。毎日、お布施もしたでしょう。しかし、今日のペテロは違います。皆さんも今日のメッセージを聞いて、皆さんが変わろうとするのではなく、神様が皆さんを変えます。だからといって出て行って、車いすの人に「私には金や銀はないが、ナザレ、イエス・キリストの名において立って歩きなさい」と引っ張って転んではだめです。そういう意味ではないです。よく自分を見てください、柳先生が言っていたでしょう。車イスで来る人に、いつか立てますようにとお祈りしたというじゃないですか。時分に確信がないから。引っ張って本当に立つか立たないか分からないから。柳先生でもそんなぐらいです。私なんかどうなりますか。張先生だったらできるかもしれないね。神の国、神の力を受けないといけません。使徒1:8、ただ聖霊が下ると、エルサレム、ユダヤ、サマリヤ、地の果てまでも何ですか。証人となる。アーメン。本当にアーメンですか。感謝します。
では、二つ目に皆さんが何を心にインプットしていかなければいけないかです。頭ではなくて心です。我々、牧師業というのは非常に難しいです。ここにこれだけの人数がいます。これを私たちは把握しなければいけません。どういう問題を持ってここに来ているかと。どういう喜びをもってここに来ているか。ある教会では、大学生がいろいろな問題の中にあるけれども、他の先生のところに行って自分の家庭の問題を処理しようとします。担任牧師のところに行かないで。なぜでしょうか。本当にこの人が私の問題を解決できるのかという不安があるからです。牧師というのは何か皆さんの心の中を見通す霊的な力、カリスマ的なものを持って、ひとりひとりを見ていかなければなりません。その時に、何を持ってみるかというと真理です。この人が語ることは何を語るのか、これを我々は見出さなければなりません。本当に重要なものが何かということです。語っているけれども、違っていることを語っています。合っているようだけれども、違った言葉を語っている人が多いのです。今回、集中訓練に来て、一緒にフォーラムしたり、いろいろなことを個人的に話しました。本当に日本人の人たちのための伝道キャンプをしなければいけないな、時間表だなということを感じました。集会には出てきます。みことばは聞こうとして、訓練は受けようとします。しかし、実際的な生活の中ににじんだ、溶け込んだ福音、キリスト、これが浮き彫りにされてきません。それを感じて、時が来たな、本当に私たち日本人が張先生や他の韓国の先生たちが日本のために命を懸けてきたものを、私たちは今度はそれをくみ取って、次のシステムの中に入ってそれを子孫に、後代に残していかなければなりません。韓国の人たちがたくさん日本に来て、日本人のために働いているのを見ると、申し訳ないです。本当にすみませんという思いです。私たちがしないといけないのに。しかし、これも神様の時間表ですから、そうですよね。私がひとりでこうだああだと騒いでもしょうがないです。できません。

では、先ほど言ったように、サタンからの解放をはっきりと自分が宣言することです。創世記３

章の問題からの解放。皆さん、面白いでしょう。創世記3:1-20。問題が起きました。1節と6節で。すぐさまに3:15で答えが出てくるのです。問題が問題ではありません。20節まで見ると、全部答えがその中にあります。私たちの人生の問題がすでに解決されたのです。それにもかかわらず15節を見ないで、どこを見るのですか。サタンが、暗やみが。先生どうしたらいいのですか。祈ればいいでしょう。サタンよ去れ。私たちには権威があるでしょう。ヨハネ1:12、神の子となる権威と権能を授かったのでしょう。何で祈らないのですか。私の信徒は祈ったら出るのですかと言っています。終わるのです。祈らないから終わらないのです。持っているからついてきます。サタンは「あなたのところはいい。不信仰が好きだから。あなたと行くとかゆいけれども、いると面白い」そういうことです。それを取ってください。手術ではありません。簡単です。皆さんは病院へ行くでしょう。そこで「先生、こうなのですが」と話をするでしょう。すると、先生は手や足を持ったり、腹を触ったりするでしょう。どこが悪いのか外から見るでしょう。検査するでしょう。それでもわからなかったら、レントゲン、MRを見て、それでもわからなかったらどうしますか。何が原因か分からないから診ましょうということでしょう。皆さん、病院へ行ったことがないですか。あるでしょう。私は違います。一番最初に創世記3章の問題を黒板に書きます。2,3日前、ある新しい信徒、受け入れして何日もたたない人ですが、福音の手紙の神様と人間、そして、不信仰のところを見ながら「私はこの3番と4番の中にいます」「あなたよくわかるね」とほめてあげました。「みなこれがわからないのよ。なぜですか。シークレットだから。しかし、あなたはそれがわかったのだから、これはすごいです」すると、得意になって、次から話したら「それがあなたの霊的問題だ」と言いました。全部、霊的な問題で何かある人は、特に伝道するときに「あなたは霊的問題がある。サタンが」と言うのではありません。私がサタンなのか。教会へ行けないではないかと言う感覚です。それを私たちが分かってあげなければいけません。

皆さんは特に指導者です。皆さんは協力者、同業者、愛する者です。指導者として何を心に持たないといけないか。伝道者として選ばれたシークレット、エレミヤ33:1-3に、私を呼べ、あなたに大いなることを知らせる。これは何ですか。キリストの秘密です。その秘密は何ですか。ともにあることです。それが分からないから皆どうしますか。神様に近づこう、ああしよう、こうしようと自分でやります。それで２，３年教会に行くと疲れてしまいます。「疲れたので先生、少し休んでもいいですか」どこにそんなことがありますか。聖書にありますか。２、３年やったら休みなさいと。私がつかれてしまいます。牧師なんてそんなものです。その中において、私たちがシークレット、ローマ16:25-27が出てきます。私を見ることです。私がだれか。私を見出したら簡単です。私は誰ですか。神の子どもです。ほとんどの人は罪人と言います。終わったのです。神の子です。そうでしょう。ここからスタートです。
神の計画を成し遂げるために、皆さんはここにいます。それを確認できますか。まったくそのとおりだと言う人は手を挙げてください。遅いな、みんな。ぱっとあげないと。私がタラッパンの日本の教会に行ったとき、「皆さん、本当にイエス・キリストに救われましたか。救われたと確信のある人は手を挙げなさい」5、60人います。ひとりしかいません。「では救われたと思う人は」救われたのかと少し手を挙げます。「ではわからない人は」と言ったら、皆手を挙げます。この先生、何を教えてきたのかと思いました。
結論を出します。Ⅱコリント12:10に弱いときにこそ、私たちは世に勝つのです。不思議でしょう。弱いときにこそ、私たちは人に勝つのです。戦わずして勝つと、柳先生がよくいうでしょう。エリヤを見てください。戦わずして勝つでしょう。聖書に出てくる人物はみなそうです。その部分は後でやりますが、ピリピ4:13、力ある方によってすべてが可能です。私たちもダビデやピリポのようにパウロ、ペテロのように生活の中にキリストがともにあり、ともにその中で生きていく体質、性質がつくられて行かなければなりません。自然に皆さんは造られたのです。だから私の言葉を聞いてアーメンという言葉が出てくるのです。私の声は高いから。先生は怒鳴るからと実際に1年くらい教会に来ない人がいました。帰ってきて「私が道であり、真理であり、いのちである」と言ったら、聖霊がその人に下って「先生、私は間違っていました」とひざまずいて悔い改めます。「先生、申し訳ない、私は先生の声が大きいからと言っていましたが、先生がなぜ言葉が大きくなるか…」分かってくれたら話をしなくてもいいのです。これでお祈りします、今日はこれで終ります。それで下がればいいのです。分かっているのだから言う必要ないでしょう。分からないから声が高くなるでしょう。これでもかこれでもかと。皆さん、この世に勝つ信仰の中で大切なのはここです。決してひとりではありません。必ず、私とともに誰がいますか。キリスト様が生きて働いているのです。その力を受けるのです。だから、私が一番好きな聖句が、ヨシュア1:9、あなたとともにどこにいても、どこに行っても、主である神、おまえの神はともにいる。これが皆さんの生活の中に毎日、24時の中に、25時にならなければなりません。そのとき、皆さんの人生が自分が家庭が変わります。
最近、うちの信徒の一人が、ご主人が教会に行き初めて奥さんが変わりました。「今日は教会に行かないのか」と聞くそうです。「今から行くので一緒に行くか」と聞いたら「いや俺はまだいい」と言うそうです。実に信仰は聞くことにより始まります。皆さん、聞いたときに心で受け入れてください。全能の父が、創造の父がともにおられることを刻印され、まことの聖霊により多民族の福音、世界福音、これが私を通して神様が何をするのかと思うと面白くてしょうがないでしょう。信徒が新しく来るでしょう。面白くてしょうがない。それを見るから。この人はどう変わっていくのか。どうしたら変わるのかではありません。それは私がやるからです。変えようとする考えがあるからです。そうではなくて、変わるのを見ればいいのです。変わるのだから。皆さんは教会に来たときと、家に帰ったときと、職場に行ったとき変わるでしょう。皆さん、二十面相です。ある人は三十面相です。そうではありません。変わりません。それが伝道です。いればいいのです。周りが変わるのです。私が聖霊様とともにいるので変わるのです。自然と環境が。それを見ないといけません。牧師だけがそれを見て、皆さんには見えないと言うことはありません。使徒2:17、娘も息子も老人もおばあさんも夢を見て預言すると書いてあるではないですか。ペテロが言った言葉です。私たちができないものはありません。何を見たか。今日、何を聞いたか。何を持って帰るのか。そこです。Ⅰヨハネ5:1-4に書いてあります。イエスがキリストであると信じる者はだれでも、神によって生まれたのです。生んでくださった方を愛する者はだれでも、その方によって生まれた者をも愛します。私たちが神を愛してその命令を守るなら、そのことによって、私たちが神の子どもたちを愛していることがわかります。神を愛するとは、神の命令を守ることです。その命令は重荷とはなりません。なぜなら、神によって生まれた者はみな、世に勝つからです。皆さんはすでに世に勝ちました。疲れることがない。「伝道。張先生、またですか。韓国へなんでいくの」今までうちの教会もそうでした。今回は私が行くと言ったら、「先生行ってきてください」と封筒をくれます。何が入っているか。ドルが入っています。私は献金しなさいとは言いません。張先生がどこかに行く。皆さん、牧師の心を信徒が知ると言うことは疎通です。私たちがイエス様と疎通することと同じです。イエス様は何と言いましたか。私について来なさい。私がここにいて、皆さんがそこを通ってついて来なさいと言ったら、少しおかしいと思うでしょう。何を言っているか分からないのです。それを先生から受けるのです。そのとき皆さんは先生に命をかけてついていくのです。皆さんは柳先生の弟子ではなく、張先生の弟子です。私は柳先生、張先生も柳先生の弟子です。私を通して弟子ができていきます。これがシステムです。私の教会に15年間私について教会生活をしている人がいます。だれ一人連れてきません。15年ですよ。ところがある時、神様はそんな人でも使います。ある芸術家のご婦人がうつ病にかかって精神分裂になりました。警察沙汰になって大暴れします。それで友達なので「どうしたらいいですか」と私のところに来ました。「行け、突撃」3日行きました。「先生もうだめです。死にそうです」「絶対死なないから、突撃」1週間行きました。「もうだめです。もうこれ以上」「死なないから突撃」1か月間、彼女は泊まり込んでデイケアしました。それで言うことが面白いです。「先生の心の痛みがよく分かりました」。すごい悟りです。だまってついてきます。私は教会に行くと、私のおしぼりは私がやっていました。今は信徒が黙っていてもやります。ここです。私が言うのはこうしないといけないではありません。従順、服従。これが神への最大の祝福です。今日も私たちが世に勝つことは従順なのです。決まっています。決まっていることをやらないから祝福がありません。教会に行って何をするのですか。今日は皆さんの目が違います。先生がやるときの目と違います。何か得ようとしている目です。これは心配ないです。突撃。こちらの人はみないくみたいです。どこでも行きそうです。日本の人はそうではないです。「食事の準備が。仕事が」そんなこと言っていたらいつ行きますか。先生が行けと言ったら行くのです。やれと言ったらやるのです。あまりに強いですか。
　本当に簡単ですが、私がこの恵みを受けて、はっきりって張先生が日本人的です。私の方が韓国人的です。日本人なのですが。だからと言って、わたしはせっかちではありません。忍耐力があります。15年もくっついてくる人をほっておかないです。そうでしょう。やはり、神様は私を使おうとしているのだなと私自身が感謝するときがあります。本当に皆さんはこの日本で、いろいろな状況の中、教会に来られて恵みを受け、イエスがキリストであることの証人として、この地域、日本、1億3千万の民族を引き上げるネットにならなければなりません。私たちは漁師ですから。ひとりひとり釣っていたら間に合いません。一本釣りでは。まとめて釣らなければ。アーメン。

(祈り)

　天のお父様、感謝いたします。神様、あなたの恵みとあなたの慈しみが私たちひとりひとりの心の中に現れ、そして、牧師と疎通しイエス・キリスト様と疎通する私たちになりますように。主イエス・キリストのお名前を通して感謝してお祈りいたします。アーメン。
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